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           第 7 回在宅医療研修会のご報告                                   
平成 30 年 3 月 3 日（土）「第 7 回泉佐野泉南医師会 在宅医療研修会」を開催いたしまし

た。今回は、「この地域における在宅医療を阻む壁は？」という題材で、医師、訪問看護師、ケ

アマネジャー、行政の代表の方々と、会場からもお声をいただき、本音ベースでのディスカッシ

ョンを行いました。沢山の意見が出ておりましたが、一番多くお声を頂いていたのが『住民への

啓発・啓蒙』でした。この点については、行政と医師会が先頭に立って推進してまいりますの

で、多職種の皆様も積極的なご協力お願い申し上げます。 

また、恒例の懇親会も開催し、こちらも裏本音が飛び出し、最後には皆で手をつなぎ『WAO

（輪を）』で締めくくり、盛況のうちに終わることができました！皆様ありがとうございます。 
また、医師会地域連携室は、多職種の皆様の「在宅医療相談窓口」を開設しています。何なりと

ご連絡、ご相談いただき、一緒に取り組んでいきましょう！！ 

 

 

 

 

 

 

 

「今月の WAO！さん」からのメッセージ  
【岬町 福祉課 認知症地域支援推進員 】奥出 宏子さん 
岬町では認知症初期集中支援チーム「チームスマイルみさき」をＨ２８年４月に設置し、今年

で３年目となりました。チームへの依頼は認知症が進行してからの状態が多く、実働は「初期」
の初期段階ではなく、初動、ファーストタッチの意味あいが強くなっています。 
『他市町の認知症初期集中支援チームはどうですか？』 認知症初期集中支援チームが認知症の
「初期」で関わっていくには、認知症の理解と啓発がまだまだ必要だと感じています。「認知症に
なっても安心して暮らせるまちづくり」をＷＡＯの皆様と目指していきたいと思いますので、こ
れからもご協力、ご支援よろしくお願いいたします。 
【賛同機関】泉佐野泉南医師会、泉佐野泉南歯科医師会、泉佐野薬剤師会、泉南薬剤師会、訪問看護、通所介護、 
理学療法士、作業療法士、ケアマネ連絡会、病院、6 市町行政（高齢介護担当課）・地域包括支援センター、大阪府泉佐野保健所 他  

岬町・医療法人誠人会 与田病院  赤井 俊洋 先生です。 
 

第２7 走者は！・・・泉佐野泉南医師会
．．．．．．．．

 理事
．．

 

。。 
 岬町で認知症サポート医として、外来および入院患者さんの対応にあたっています。

認知症をお持ちの患者さんにつきましては、外来、入院とも精神科指定医が定期的にフ

ォローしていますので、よほど BPSD の強度の患者さん以外はそれなりの対応が出来

ているのではないかと考えております。 

最近強く感じますのは内科で重症にもかかわらず、かなりの認知症が合併していること

です。こういう患者さんでは検査、治療、リハビリ等にさまざまな困難を感じることが

多く、改めてこの時代の医療のむつかしさを感じております。 

しかし、行政並びに医師会の皆さま、および地域の皆様のご援助を受けながら、何とか

やっておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。また当院は老健施設、有料

老人ホーム、さらには附設のクリニック（ふじと台クリニック）もあり、これらのグル

ープ施設とも協力できるので、有難く思っております。今後ともご指導ご鞭撻のほど、

よろしくお願いいたします。 

多職種向け【在宅医療相談窓口】 

泉佐野泉南医師会地域連携室 

TEL/FAX：072-464-6123 

受付時間： 9:00～17:00 

※月曜日～金曜日（祝祭日除く） 

renkei@sano.osaka.med.or.jp 


